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新
時
期
以
降
の
中
国
映
画
に
見
る
日
本
人
像
の
試
論

菅

原

慶

乃

・
・
…

は
じ
め
に

中
国
映
画
に
現
れ
る
日
本
と
日
本
人
の
形
象
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま

ム
　
　

で
に
も
多

く
の
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
考
察

の
中

で
必

ず
言
及
さ
れ
る
の
は
、

一
部

の
中
国
映
画
に
登
場
す
る
日
本
人
、
よ

り
正
確
に
言
え
ば
、
時
に
日
本
刀
を
振
り
か
ざ
し
、
狡
猜

で
残
酷
で

あ
る
と

い
う
、

ス
テ
ロ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
日
本
軍
人
の
イ
メ
ー
ジ
で

あ
る
。
応

雄

に
よ
れ
ば
、

こ
う
し
た
ス
テ

ロ
タ
イ
プ
化

さ
れ
た
イ

メ
ー
ジ

は

一
九
五
〇
年
代
以
降
定
着
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前

の
日
本
人

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
悪
人
ば
か
り
で
な
く
良
心
的
な
例
も
あ

ム　
　

り
、

一
言

で
言
え
ば
具
体
的

で
多
様

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
中
華
人
民

共
和
国

建
国
後
、

「日
本
軍
人

の

「典
型
」
を
正
確

に
描

き
出

し

た
」
『平
原
遊
撃
隊
』

(蘇
里

・
武
兆
堤
、

一
九
五
五
)
が
登
場
し
、

滑
稽
で
い
や
ら
し
く
、
残
酷

で
狡
猪
な
日
本
軍
人
の
姿
が
定
着
し
て

　ヨ
　

い

っ
た

と

い
う

。

こ

の

よ

う

な

方

法

で

日
本

人

を

描

く

こ

と

は

、

日

本

を

批

判

す

る

だ

け

で

な

く

、

「敵

を

ち

っ
ぽ

け

に

し
、

滑

稽

化

す

る

こ
と

を

通

し

て

、

自

ら

を

優

れ

た

も

の

と

し
、

心

地

よ

く

さ

せ

ム
る
　

て
、
自
分
が
楽

に
い
ら
れ
る
よ
う
に
ま
で
し

て
し
ま
う
」
効
果
を

持

っ
て
い
る
。

本
稿

は
こ
の
よ
う
な

ス
テ
ロ
タ
イ
プ
を
、

「日
本
人

へ
の
理
解
が

足
り
な
い
」
と
批
判
す
る
も

の
で
は
な
い
。
日
本
人
が
、
と
り
わ
け

日
本
軍
人
が
、
狡
猜

で
残
酷
に
描
か
れ
た
背
景
に
は
、
そ
も
そ
も
そ

の
よ
う
な
歴
史
が
存
在

し
た
か
ら
だ
。
確
か

に
、

ス
テ

ロ
タ
イ
プ
化

さ
れ
た
日
本
人
イ
メ
ー
ジ
は
、
他
者
と
し
て
の
日
本
人
と
の
対
話
を

必
要
と
せ
ず
に
形
成
さ
れ
た
他
者
イ
メ
ー
ジ

で
あ
り
、
極
め
て
自
己
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完
結
的

な
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本

の
軍
国
主
義
そ
れ
自
身
は

ー

お
そ
ら
く
全

て
の
軍
国
主
義
に
共
通
す
る
だ
ろ
う
が

他
者

と
の
対
等

な
立
場
を
許
し
た
だ
ろ
う
か
。

中
国
映
画
の
中

に
は
、
日
本
や
日
本
人
が
登
場
す
る
も
の
が
少
な

く
な
く

、
そ
の
多
く
は
日
本

の
侵
略
行
為
を
批
判
す
る
も
の
で
あ

っ

た
。
批
判

の
手
法
も
様
々
で
、
『街
角

の
天
使
』
(『馬
路
天
使
』
、
衰

牧
之
、

一
九
三
七
)
で
、
紡
績
工
場
の
女
子
労
働
者
を
報
じ
る
新
聞

に
、
趙

丹
扮
す
る
老
趙
が
目
を
通
す
シ
ー
ン
に
お
い
て
、
小
道
具
の

新
聞
記
事

の
中
に
日
本

の
侵
略
を
批
判
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
こ
と

　
　
　

は
指
摘

さ
れ
て
す
で
に
久
し
い
。
ま
た
、
日
本
占
領
下

の
上
海

で
制

作
さ
れ
た

『
生
死
劫
』
(
一
九
四
四
)

で
は
、
干
ば

つ
で
倒
れ
ゆ
く

農
民

の
台
詞

「雨
よ
!

雨
よ
!
」
に
あ
る

「雨
」
と
重
慶

の
別
称

「楡
」

の
読

み
を
か
け
、
重
慶

の
国
民
党
政
府
を
暗
示
し
て
い
る
と

　　
　

い
う
手
法

が
取
ら
れ
た
が
、
こ
の
逸
話
は
中
国
映
画
人
の
強
さ
を
如

実

に
示

し
た
も

の
だ
ろ
う
。

中
華
人

民
共
和
国
成
立
以
降
、
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
日
本
人

像
が
定
着

し
た

こ
と

は
す
で
に
触
れ
た
。
『平
原
遊
撃
隊
』

の
他

に

も
、
『
鉄

道
遊
撃
隊

』

(趙

明
、

一
九
五
六
)
、
『
地
雷
戦
』

(唐
英

奇

・
除
達

・
呉
健
梅
、

一
九
六
二
)、
『地
道
戦
』

(任
旭
東
、

一
九

六
五
)
等

の
作
品
が
立

て
続
け
に
制
作
さ
れ
、
紋
切
り
型
の
日
本
人

像
が
再
生
産
さ
れ

て
い
っ
た
。

こ
こ
で
、

ス
テ
ロ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
日
本
人
像
の
是
非
を
問
う
視

点
と
は
異
な
る
立
場

か
ら

一
言
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
中
国
映
画
に

お
け
る
日
本
人
像
は
、
日
本
人
に
対
す
る
個
別
的
な
嫌
悪
の
表
象
と

い
う
よ
り
、
む
し
ろ
総
体
と
し
て
の

"敵
"

の
再
生
産
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
抗
日
戦
争

に
勝
利

し
、
革
命
路
線
を
進
む

決
意
を
し
た
新
中
国
に
と

っ
て
、
他
者
認
識

の
正
確
さ
よ
り
も
、
敵

に
勝
利
し
た
事
実
と
、
勝
利
し
た

"わ
れ
わ
れ
"
の
強
い
肯
定
が
必

要
で
あ

っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

一
九
五
〇
年
代
以
降

の
中

国
映
画

に
見
ら
れ
る
形
骸
化
さ
れ
た
日
本
人
像
は
、
中
華
人
民
共
和

国

の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
見
合
う
強

い
中
国
を
演
出
し
、
同
時
に
国
民

統
合
に
不
可
欠
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
創
造
す
る
装
置

で
あ

っ
た
と

言
え
る
。

文
革
終
了
直
後
、
四
人
組

に
代
表
さ
れ
る
極
左
路
線

の
批
判
と
、

「
二
つ
の
す

べ
て
」
論
が
対
立
す
る
状
況
の
中
、
映
画
制
作
が
本
格

的
に
再
開
さ
れ
た
。

一
九
七
七
年

一
月
に
全

国
故
事
片
創
作
生
産
座

談
会
が
開
か
れ
、
映
画
制
作

の
政
策
及
び
年

生
産
計
画
が
立
て
ら
れ

る
と
同
時
に
、
映
画
制
作

の
基
本
的
な
道
筋

が

つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
同
年
に
は

一
八
部
、

一
九
七
八
年

に
は
四
〇
部

の
映
画

が
製
作
さ
れ
た
。

一
九
七
八
年

一
二
月
の
中
共
中
央
十

一
期
三
中
全

会
に
よ
り
、
極
左
路
線
政
治
に
終
止
符
が
打

た
れ
た
後
、

一
九
七
九

年
に
は
六
三
部
、

一
九
八
〇
年
に
は
八
四
部

と
、
故
事
片

の
制
作
数

も
大
幅
に
増
加
し
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
建
国
か
ら
文
化
大
革

命
ま
で
の

"
一
七
年

期
"
の
映
画
や
文
化
大
革
命
中
に
制
作
さ
れ
た
作
品
を
中
心
に
、
過

　ア
　

去
の
作
品
の
復
活
上
映
が
始
ま
っ
た
。
文
革
終
了
後

の

一
九
七
九
年

夏54



に
は
総
観
客
動
員
数
が
の
べ
二
六
〇
億
人
に
達
す
る
前
代
未
聞
の
大

記
録
が
生
ま
れ
た
。

改
革
開
放
初
期
の
映
画
は
、

『戦
場
の
花
』

(『小
花
』
、
張
鐸

・
黄

建
中
、

一
九
七
九
)
、
『苦
悩
人

的
笑
』

(楊
延
晋
、

一
九
七
九
)、

『天
雲
山
物
語
』
(『天
雲
山
伝
奇
』、
謝
晋
、

一
九
八
〇
)
等
の
よ
う

に
、
極
左
政
治
を
批
判
す
る
の
み
な
ら
ず
、
人
間
性
を
謳
い
、
真
実

を
追
究
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
濃
厚
に
反
映
し
た
作
品
が
多
く
登
場

し
、
大
き
な
影
響
力
を
残
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
日
本
人
を
登
場
さ

せ
た
作
品

『桜
』

(窟
相

持

・
韓
小
嘉
、

一
九
七
九
)
、
『
未
完

の
対
局
』

(『
一
盤
没
有
下
完
的

棋
』
、
佐
藤
純
弥

・
段
吉
順
、

一
九
八

二
)
が
登
場
す
る
。

い
ず
れ

も
、

一
九
七
九
年
に
締
結
さ
れ
た
日
中
平
和
友
好
条
約
、
そ
し
て

一

九
八
二
年

に
迎
え
た
日
中
国
交
正
常
化

一
〇
周
年
を
意
識
し
て
制
作

さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
日
本
人
を
主
人
公
に
設
定
し
、
日
中
両
国
を

舞
台
と
し
た
ド
ラ
マ
を
描

い
た
作
品

で
あ
る
。
以
下
、
ま
ず
こ
の
二

つ
の
作

品
を
中
心
に
、
新
時
期

に
登
場
し
た
二
つ
の
日
本
人
像
に

つ

い
て
踏

み
込
み
、
以
降

の
中
国
映
画
に
お
け
る
日
本
人
像
変
遷

の
系

譜
を
提

示
し
て
い
き
た
い
。

『桜
』
1

人
間
ら
し
い
日
本
人
の
登
場

『桜
』

は
、
北
京
青
年
電
影
制
片
廠
が
初
め
て
制
作
し
た
劇
映
画

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

シ
ナ
リ
オ
を
執
筆
し
た
倉
相
持
が
当
初
想

定
し
て
い
た
の
は
、

"造
反
有
理
"
で
父
母
が
打
倒
さ
れ
、

一
家

が
離
散
す
る

『逝
去
的

愛
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
物
語
で
あ
り
、
倉
相
持
自
身

の
実
体
験
を

バ　
　

基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
彼
は
悩
ん
だ
あ
げ
く
、

こ
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
改
変
す
る
。
文
革
を
題
材
と

し
た
こ
の
シ
ナ
リ
オ
に

つ
い
て
、
彼
は
次

の
よ
う
に
言
う
。

そ
れ
は
感
情
か
ら
発
し
た
真
実

の
物
語

で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ

は
ま
た
、
生
活
を
丸
写
し
に
し
た
も
の

で
あ
り
、
露
出
し
す
ぎ

て
お
り
、
説
教
く
さ
す
ぎ
る
。
観
客
は
十
年
も
の
間
様
板
戯
に

説
教
さ
れ
て
き
た
の
だ
。
観
客
が
望
ん

で
い
る
の
は
、
本
当

の

ム
　
　

映
画
芸
術
な
の
だ
!

も
し
彼
が

「露
出
し
す
ぎ
」
る
こ
と
を
躊

躇
せ
ず

に
物
語
を
映
像

化
し
た
な
ら
ば
、
こ
の

『
逝
去
的
愛
』
は
、

『苦
悩
人
的
笑
』
と
同

様
に
極
左
政
治
の

"誤
り
"
を
批
判
し
た
、

"傷
痕
"
的
な
作
品
と

な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
物
語

の
意
図
を

「露

出
し
す
ぎ
な

い
」

こ
と

は
、
改
変
後

の

『桜
』
で
も
貫
か
れ
て
お
り
、
四
人
組
批
判
を
暗
示

し

つ
つ
、
人
間

の
情

の
美
し
さ
と
真
実
を
賛
美

し
、

「人
間
の
美
し

ムリ
　

く
純
粋
な
感
情
を
通
し
て
民
族
友
誼
と
い
う
主
題
を
展
開
し
た
」
作

品
に
仕
上
げ
ら
れ
た
。

改
変
後

の
物
語
の
骨
格
が
、
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
と
彼
女
の
中

国
人
の
母
、
兄
と
の
再
会

の
物
語
を
軸
と
し

て
い
る
の
は
、
実
際
の

出
来
事
に
基
づ

い
て
い
る
。
ま
た
、
窟
相
持
自
身
が
、
養
母
に
育
て

ら
れ
、
血
縁
関
係

の
な
い

"兄
"
に
、
日
本

軍
か
ら
救
わ
れ
た
経
験
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け
　

も
あ

っ
た
。
撮
影
前
に
は
、
北
京
と
大
連

で
取
材
を
重
ね
た
。

「露
出
し
す
ぎ
な

い
」
演
出

へ
の
配
慮
は
、
随
所
に
見
ら
れ
る
。

森
下
光
子
の
母
が
陳
捜

(森
下

の
中
国
人
の
母
)
に
光
子
を
託
す
夜

の
シ
ー

ン
で
は
、
台
詞
は
す
べ
て
排
さ
れ
、
日
本
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
た
音
楽

と
、
赤
ん
坊
の
光
子
の
泣
き
声
の
み
が
配
さ
れ
た
。
時
代

背
景
の
説

明
も
な

い
し
、
森
下
が
何
故
陳
艘
に
預
け
ら
れ
た
の
か
、

説
明
は
な

い
。

ま
た
、
光
子
と
陳
建
華
が
携

わ
る
工
場
建
設
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
日
本

の
経
済
援
助
に
よ
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
も
触
れ

ら
れ
て

い
な
い
。
過
剰
な
演
技
も
控
え
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
冒
頭

で

陳
建
華

が
帰
宅
し
た
シ
ー
ン
で
は
、
台
詞
が
な
く
、
静
か
で
重

い
雰

囲
気
が
流

れ
、
再
会

の
重
み
が
演
出
さ
れ
て
い
る
。
倉
相
持
は
そ
の

意
図
を

「時
代

に
合

っ
た
真
実
味
を
よ
り
豊
か
に
表
現

で
き
、
観
客

セ
　

の
心
を

よ
り
大
き
く
動

か
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
」
と
語

っ
て
い

る
。
逆

に
、
光
子
と
陳
艘

の
再
会

の
シ
ー
ン
で
は
、
自
ら
の
身
分
や

感
情
を

口
に
し
な

い
寡
黙
な
光
子

の
表
情

に
、
母
を
賛
美
す
る
歌
詞

の
テ
ー

マ
曲
が
重
な
り
、
光
子
の
内
心
を
代
弁
す
る
。

こ
の
音
楽

の

ムほ
　

処
理
は
、
好
評
を
博
し
た
。
こ
う
し
て
、
人
間
の
情
を
突
出
さ
せ
る

た
め
に
、

説
明
的
な
描
写

は
全

て
排
さ
れ
た
。
全
て
は
、
「説
教
く

さ

い
」
か

つ
て
の
手
法
か
ら
脱
却
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。

実
験
的
な
手
法
を
交
え

つ
つ
表
現
さ
れ
た
日
本
人
と
中
国
人
の
家

族
の
情

に
よ
り
、
森
下
光
子
は

"専
家
"
と
い
う
知
識
人
で
、
愛
情

深
く
、
謙
虚

で
美
し

い
日
本
人
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
『桜
』

の
冒
頭
は
、
浜
辺
に
咲
く
桜
の
下
を
、
和
服
姿
の
光
子
が
い
そ

い
そ

と
歩
く
シ
ー
ン
で
あ
る
。
清
楚
で
清
ら
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
溢
れ
る
こ

の
シ
ー
ン
は
、
物
語
と
は
直
接
の
関
連
を
持

た
ず
に
挿
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
描
か
れ
る
桜
、
日
本
的

な
服
装
、
聡
明
な
顔
立

ち
、
物
静
か
な
立
ち
振
舞
、
と
い
う
光
子

の
外
見
的
な
特
徴
は
、
残

虐

で
狡
猜
な
日
本
人

の
ス
テ

ロ
タ
イ
プ
か

ら
相
当

に
飛
躍
し
た
イ

メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
実
際
、
光
子
役
を
演
じ
た
程
暁
英
は
、
光
子
を

演
じ
る
た
め
に
は
相
当
の
訓
練
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
、

日
常
生
活
で
も
、
立
ち
回
り
、
食
事

の
仕
方
、
言
葉
使
い
等
に
注
意

　け
　

し
、
光
子
で
あ
る
べ
き
姿
を
意
識
し
た
と
回
想
し
て
い
る
。

光
子
が
、
豊
か
な
感
情
を
持
ち
、
血

の
繋

が
ら
な
い
中
国
人

の
家

族

へ
の
深
い
愛
情
を
抱
く
こ
と
を
引
き
立
た
せ
る
べ
く
、
『桜
』

で

は
ク

ロ
ー
ス

・
シ
ョ
ッ
ト
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
、
光
子
が
陳

建
華
と
と
も
に
万
里
の
長
城

へ
赴
く
シ
ー
ン
で
、
長
城
を
散
策
し
た

後
、
光
子
は
中
国
で
生
ま
れ
、
中
国
人

の
母

に
育
て
ら
れ
た
過
去
を

吐
露
す
る
。
赤
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
サ

ン
グ
ラ
ス
を
身
に

つ
け
た
光
子

の
シ
ョ
ッ
ト
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ク
ロ
ー

ス
ア
ッ
プ
、
も
し
く
は

ミ
デ
ィ
ア
ム
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
。
彼
女
は
常

に
苦
悩
す
る
寂
し

い
表

情
を
見
せ
る
が
、
感
情

を
言
葉

に
す

る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

シ
ョ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ
に
よ
り
、
彼
女
の
胸

の
内

は
明
白
に
表
さ
れ
て

い
る
。
光
子
の
日
本
の
実
家

の
様
子
は
、
畳

の
上

で
の
宴
会
で

ロ
ッ
ク
を

踊
る
親
戚
の
若
者
が
描
か
れ
て
お
り
、
違
和
感
を
感
じ
る
部
分
も
あ

る
。
そ
の
他
、
光
子

の
手
提
げ
鞄

の
様
式
や
頭
髪

の
形
式
が
日
本
的
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　お
　

で
な
い
等
細
か
な
誤
謬

へ
の
指
摘
も
あ

っ
た
が
、
監
督

の

一
人
韓
小

嘉
は
、
こ
れ
ら
の
誤
謬
が

『桜
』
と
い
う
作
品
が
招

い
た
損
失
で
あ

る
と
認
め
、

「光
子
と

い
う
こ
の

一
人

の
日
本
人
専
家
を
、
わ
れ
わ

れ
自
身
も

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か

っ
た
」

こ
と
に
そ
の
原
因
を
求
め

ム
め
　

て
い
る
。
彼
等
の
誤
謬
は
情
報
量

の
少
な
さ
に
起
因
す
る
も
の
で
あ

り
、
積
極
的

に
そ
れ
を
犯
そ
う
と
し
た
結
果
で
は
な

い
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
こ

の
よ
う
な
誤
謬
は
む
し
ろ
、
他
者
と
の
関
係
を
築
い
て
い

く
過
程
に
お
い
て
必
然
的
に
起

こ
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
他
者
理
解

の

一
つ
の
結
果
と
し
て
読
ま
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
『桜
』
に
携
わ

っ

た
映
画
作
家
た
ち
に
と

っ
て
、
日
本
人
森
下
光
子
は
、
対
話
す
べ
き

未
知
な
る
他
者
で
あ
っ
た
。
対
話
す
べ
き
対
象
は
、
狡
猜

で
意
地
の

悪

い
日
本
軍
人

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
し
、
良
心
的
で
理
解
あ
る
人

間

で
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『桜
』
に
見
え
る

"
間
違

っ
た
"

描
写
は
、
彼
等

の
対
話
の
結
果
の
産
物

で
あ
る
の
だ
。

『桜
』

で
描
か
れ
た
よ
う
な
、
人
間
的
な
感
情
を
持

つ
日
本
人
描

写
は
、
日
本
人
を
登
場
さ
せ
た
そ

の
後

の
中
国
映
画
に
お
い
て
重
要

な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
。

と

こ
ろ

で
、
『桜
』
で
起
こ
っ
た
突
然

の
日
本
人
像

の
変
貌

に
、

受
け
手
が
と
ま
ど
い
を
感
じ
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
倉
相
持
の

回
想
に
よ
れ
ば
当
時
、
光
子
の
形
象
や
人
格

の
肯
定
的
な
表
現
に
対

し
、
日
本

の
軍
国
主
義
を
忘
れ
て
い
る
と
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い

　ロ
　

た
と

い
う
。
ま
た
江
歳
寒
は
、
陳
立
徳
と
い
う
人
物
が
同
様

の
批
判

ム
お
　

を

し

た

と

記

し

て

い

る
。

一
方

、

こ
れ

ら

と

異

な

る

視

点

か

ら

の
批

判
と
し
て
は
、
馬
徳
波
が
作
風
の
リ
ア
リ
ズ

ム
の
点
か
ら
、
名
指
し

で
は
な
い
も
の
の
次
の
よ
う
な
意
見
を
示
し
た
。

日
中
人
民
友
好
を
題
材
に
し
た
作
品
、

あ
る
い
は
台
湾
の
人
々

が
統

一
に
向

い
て
い
る
こ
と
を
題
材
と
し
た
作
品

の
作
者
は
、

頭
の
中

の
考
え

(引
用
者
注

ー-
原
文

は

"意
念
"
)
か
ら
出
発

し
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

(引
用
者
注

11
原
文
は

"奇
想
"
)
に
も

と
つ

い
て
創
作
を
進
め
て
い
る
た
め
、

わ
ざ
と
ら
し
く
感
じ
る

ム　

　

の
だ
。

彼

の
言
う

「わ
ざ

と
ら
し
さ
」
は
、
原
文

で
は

「虚
仮
」

で
あ

る
。
こ
の
言
葉

は
、

一
九
七
九
年
以
降
の
中

国
映
画
界
で
議
論
さ
れ

た
非
演
劇
化

の
問
題
と
深
い
関
連
を
持

つ
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
後

に
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

『未
完

の
対
局
』

ー

苦
悩
し
反
省
す
る
日
本
人

一
九
八
〇
年
代
初
め
か
ら
中
国
と
諸
外
国
と

の
合
作
映
画
が
急
増

し
、
比
較
的
規
模

が
大
き
な
作
品
が
多
く

現
れ
た
。
『未
完

の
対

局
』
は
、
戦
後
初
め
て
制
作
さ
れ
た
日
中

の
合
作
映
画
で
あ
る
。
こ

の
作
品
は
、

一
九
八

一
年
に
始
ま
っ
た
中
国
電
影
家
協
会

の
映
画
祭

「金
鶏
奨
」
で
特
別
賞
を
受
賞

し
た
他
、
カ
ナ
ダ

の
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
国
際
映
画
祭
で
も
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
す

る
な
ど
、
成
功
を
収
め

た
合
作
映
画

の

一
つ
で
あ
る
。
同
時
期
の
合
作
映
画
に
は
、
監
督
熊
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井
啓

に

よ
る

『
天
平

の
蔑
』
(
一
九
八
〇
年
)
や
、

テ
レ
ビ
映
画

『
マ
ル
コ

・
ポ
ー

ロ
』

(馬
克

・波
羅
)
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
映
画

の
制
作

は
、
相
手
側

の
撮
影
に
協
力
す
る

「協
拍
」
と
呼
ば
れ
る
形

態
を
取

っ
て
お
り
、
資
金
や
ス
タ
ッ
フ
等
を
相
手
方
と
共
同
で
調
達

し
、
対

等
な
立
場

で
制
作
す
る

「合
拍
」
と
は

一
般

に
区
別
さ
れ

る
。
『
未
完

の
対
局
』
は
、
文
革
後
に
正
式
な
合
作
形
態
を
取

っ
た

ム
ね
　

初
め
て
の
映
画
だ
と
さ
れ
る
。

『桜
』

で
は
、
日
本
人
形
象

に
対
す
る
細

か
な
配
慮
が
な
く
誤
謬

が
見
ら
れ
た

こ
と
、
さ
ら
に
日
本

の
中
国

へ
の
侵
略
問
題
を
直
接
的

に
取
り
上
げ
ず
、
情
に
あ
ふ
れ
た
清
ら
か
な
日
本
人
像
を
強
調
し
た

こ
と
に
対

す
る
反
発
が
浴
び
せ
ら
れ
た

こ
と
は
上
述
し
た
が
、
『未

完

の
対

局
』
に
対
し

て
は
、
そ
の
よ
う
な
批
判

は
出
る
こ
と
は
な

か

っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日
本
の
帝
国
主
義
の
侵
略
行
為
そ
の
も

の
と
、

一
般
的
で
良
心
的
な
日
本
人
の
存
在
と
を
区
別
し
論
じ
る
者

も
現
れ

た
。
例
え
ば
、
李
芒
は

『未
完

の
対
局
』
評
で
、
黒
島
伝

治
、
小
林
多
喜
二
、
五
味
川
純
平
、
山
崎
朋
子
な
ど
の
反
戦
作
家
達

の
作
品
を
挙
げ

つ
つ
、

日
本

の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
前
衛
作
家
の
反
戦
創

ヨ
　

作
活
動

を
紹
介
し
て
い
る
。
『未
完

の
対
局
』

は
、
本
稿
冒
頭

で
概

観
し
た
中
国
映
画
に
お
け
る
か

つ
て
の
日
本
人
像
を
部
分
的
に
踏
襲

し

つ
つ
も
、
軍
人
と

一
般
人
の
境
界
を
提
示
し
、
『桜
』
が
試
み
た

人
間
ら
し

い
感
情
を
持

つ
日
本
人
像
を
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
描
い

た
作
品
だ
と
言
え
る
。

原
作
は
、
李
洪
洲
と
葛
康
同
の
手
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
が
、
映
画

化
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
日
本
側

の
三
名

の

シ
ナ
リ
オ
作
家
に
よ
り

数
々
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
原
作
シ
ナ
リ
オ
は
、

一
九
二
〇
年
代

か
ら

一
九
七
〇
年
代
末
ま
で
を
描
き
、
約
半
世
紀

の
間
に
繰
り
広
げ

ら
れ
た
中
国

の
囲
碁
士
親
子
三
代

の
ド
ラ

マ
が
骨
格

で
あ

っ
た
。
主

人
公

の

一
人
で
あ
る
江
南
の
碁

の
名
手
況
易
山
は
、

こ
の
地
に
代
々

続
く
碁

の
名
門

の
出
身
で
あ

っ
た
。
彼
は
、
自
ら

の
師
匠
で
も
あ

っ

た
父

の
、
奮
起
し
飛
躍
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

「奮
飛
」
の
意
志
を

受
け
継
ぎ
、
門
下

の
指
導
に
あ
た
る
。

「奮

飛
」

の
文
字
を
刻

ん
だ

扇
子
は
そ
の
後
況
易
山
の
息
子
に
渡
さ
れ
、
息
子
亡
き
後

は
門
下
生

へ
と
預
け
ら
れ
る
。
厳

し
い
時
代
に
お
い
て
も
碁

の
芸
は
継
承
さ

れ
、
そ

の
発
展
は
新
し
い
世
代

に
託
さ
れ

て
い
く
。
タ
イ
ト

ル
と

な

っ
て
い
る

「未
完

の
対
局
」
と
は
、
原
作

で
は
継
承
さ
れ
る
と
い

う
意
味

で

「終
わ
っ
て
い
な
い
」
対
局
で
あ
り
、
中
国
側

シ
ナ
リ
オ

作
家
た
ち
が
1

最
終
的
に
こ
の
映
画
に
お

い
て

「奮
飛
」
の
テ
ー

マ
が
ほ
と
ん
ど
消
え
去

る
程
度
に
ま
で
改
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

バね
　

ず
ー

こ
の
タ
イ
ト
ル
を
最
後
ま
で
堅
持
し
た
理
由
で
も
あ

っ
た
。

一
方
、
原
作
に
お
い
て
は
日
本
と
の
関
わ

り
も
物
語

の
伏
線
と
さ

れ
た
。
原
作
が
練
ら
れ
た
時
期
が
日
中
国
交
正
常
化

一
〇
周
年
を
ひ

か
え
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
碁
と

い
う
中
国

の
伝
統
芸
は
他
な
ら
ぬ

日
本
で
も
優
れ
た
文
化
と
な

っ
て
い
る
こ
と

が
背
景
だ

っ
た
。
か

つ

て
中
国
で
碁
の
神
童
と
呼
ば
れ
、

一
九
二
〇
年
代
末
に
日
本
に
移

っ

た
後
も
飛
躍
的
な
活
躍
を
遂
げ
た
棋
士
呉
清
源

の
逸
話
を
も
と
に
、

況
易
山

の
息
子
阿
明
が
日
本

の
名
手
山
田
次
郎

(映
画
で
は
松
波
麟
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作

と
改
名

)

の
元

へ
入
門

す

る

エ
ピ

ソ
ー
ド
を
書

き
上
げ

た
と

　ほ
　

い
う
。
シ

ナ
リ
オ
修
正
作
業
は
、
三
年

に
も
及
ぶ
長
丁
場
と
な

っ

　ゐ
　

た

。

「
"
奮

飛

"

が
主

で

あ

り

、

"
友

誼

"

は

副

で
あ

る

」

原

作

は

、

　ゐ
　

映
画

で
は
逆
転
し
、
物
語

の
舞
台

の
大
半
も
日
本

へ
と
移
さ
れ
た
。

映
画
に
お
い
て
、
日
本
人
棋
士
松
波
麟
作
は
、
碁
に
生
き
る
昔
な

が
ら
の
気
風
を
持

つ
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
と
同
時
に
、
戦
争
と
い

う
時
代
の
雰
囲
気
に
呑
ま
れ
、
翻
弄
さ
れ
る
人
物
と
し
て
も
描
か
れ

る
。
多
面
的
な
人
格
を
持
ち
、
自
ら
の
思
想
を
悔

い
改
め
て
い
く
松

波
と

い
う
人
物
に
は
、

「侵
略
戦
争

の
被
害
者

で
あ
り
、
ま
た
侵
略

ハめ
　

国
家
と
そ

の
民
族

の

一
員
で
も
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

『
桜
』
に

お
け
る
光
子
が
象
徴
し
て
い
た
清
ら
か
さ
、
正
し
さ
と
は

全
く
別

の
方
法
で
、
人
間
ら
し
さ
が
与
え
ら
れ
た
。
加
え
て
、
中
村

登
に
替
わ
り

『未
完

の
対
局
』

の
日
本
側
監
督
を
務
め
た
佐
藤
純
弥

の
反
戦
思
想
が
濃
厚

に
反
映
さ
れ
た
こ
と
で
、
侵
略
と
い
う
大
き
な

間
違

い
を
犯
し
つ
つ
も
そ
れ
を
反
省
し
、
日
中
共
通

の
願

い
を
発
展

さ
せ
続
け

よ
う
と
す

る
作
品

の
主
題
は
、
『桜
』
よ
り
も
容
易
に
受

容
さ
れ
た
。

『未
完

の
対
局
』
の
物
語
は
、
戦
争
に
よ
り
引
き
裂

か
れ
て
い
っ

た
家
族

の
ド
ラ

マ
で
あ
る
。
阿
明

の
来
日
、
日
本
軍
の
侵
攻
、
強
制

さ
れ
た
日
本
国
籍

の
拒
否
、
密
航
と
そ
の
失
敗
、
巴

の
発
狂
、
終

戦
。
劇
的

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

一
方
で
、
ほ
と
ん
ど

全
て
の
シ

ョ
ッ
ト
が
ミ
デ
ィ
ア
ム
シ
ョ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、
銀
幕
上

の
人
物

の
感
情
が
適
度

に
抑
制
さ
れ
、
冷
静
さ
と
客
観

性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
人
物

の
感
情
を
よ
り
ダ
イ
レ

ク
ト
に
表
現
す
る
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
多
用

し
た

『桜
』
と
は
対
照

を
成
す
。

こ
う
し
て
こ
の
作
品
は
多
く
の
共
感
者
を
生
み
、
各
方
面

　カ
　

か
ら
賛
辞
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『未
完

の
対
局
』
で
は
、
気
骨
が
あ
り
、
芸

を
重
ん
じ
、
あ
ま
り

ム
お
　

に
も

「無
知
」
で
あ
る
が
た
め
に
、
苦
悩
す
る
人
間
ら
し
さ
を
持

つ

松
波
麟
作
と
い
う
主
人
公
が
登
場
す
る

一
方

で
、
彼
と
は
異
な
る
タ

イ
プ

の
日
本
人
も
登
場
す
る
。
松
波
麟
作
と
況
易
山
の
共
通

の
敵
で

あ
り
、
ま
た
日
本

の
軍
国
主
義
を
象
徴
す
る
人
物
尾
崎
大
佐

は
そ
の

象
徴
的
な
例
で
あ
る
。
尾
崎

の
表
象
は
、
基
本

的
に
は
従
来

の
日
本

軍
人

の
残
虐
な
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
尾
崎
が
振
り
か
ざ
し

た
日
本
刀
に
よ
り
自
ら
の
指
を
切
り
落
と
し
た
易
山
は
、
そ
の
後
棋

士
と
し
て
の
人
生
を
断
念
す
る
。
し
か
し
こ
の
尾
崎
と
い
う
人
物
は

か
つ
て
、
北
京

の
鹿
北
京
都
軍
邸
で
松
波
と
出
会

っ
た
際
、
松
波

の

無
礼
な
言
葉
を
ぐ

っ
と
こ
ら
え
て
受
け
と
め
、
柔
ら
か
い
物
腰
で
対

応
し
た
人
物
で
も
あ

っ
た
。
二
十
数
年
の
後
、
荒
々
し
い
言
葉
づ
か

い
で
日
本
刀
を
振
り
か
ざ
す
尾
崎
も
ま
た
、

松
波
と
同
様

に

「無

知
」
で
あ

っ
た
の
だ
。
逆
に
、
肥
え
た
体
で
権
威
を
振
り
ま
く
寵
都

軍
や
、
狡
猜
な
中
国
人
碁
士
遅
紫
東

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
碁
の

芸
の
発
展
に
真
摯
な
況
易
山
の
イ
メ
ー
ジ
と
全
く
対
照
的
だ
。
こ
の

よ
う
な
人
物
描
写

か
ら
、
『未
完

の
対
局
』

は
、
"中
国
人
対
日
本

人
"
と

い
う

一
元
的
で
割
り
切
り
の
い
い
図
式
を
打
破
し
、
複
合
的

か

つ
流
動
的
な
、
よ
り
自
然
な
人
物
関
係
を
描

い
た
も
の
だ
と
言
え
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よ

う

。

真
実
と
人
間
ら
し
さ
の
追
求

-

新
時
期
初
期
の
中
国
映
画
界
の
課
題

と

こ
ろ
で
、
『桜
』
、
『
未
完

の
対
局
』
で
描
か
れ
た
よ
う
な
日
本

人
像
は
、
新
時
期
と
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
誕
生
し
た
形
象
だ
と
言

え
る
。
新
時
期
で
は
、
文
革
で
未
曾
有

の
弊
害
を
被

っ
た
映
画
芸
術

の
復
興
に
全
力
が
注
が
れ
た
。
本
章
で
は
、
真
実
と
人
間
ら
し
さ
の

追
究
と
い
う
二
点
か
ら
、
こ
の
時
期

の
映
画
界

の
動
向
を
探

っ
て
み

た
い
。
文
革
後

ま
も
な
く
、
中
国
映
画
界
で
は
新
し

い
映
画
の
方
向
性

に

つ
い
て
の
議
論
が
立

て
続
け
に
起
こ

っ
た
。
初
期

の
論
争
に
最
も
大

き
な
影
響

を
与
え
た
論
文
と
し
て
、
張
暖
析
、
李
陀

に
よ
る

「映
画

言
語

の
現
代
化

に

つ
い
て
語
る
」
(「談
電
影
語
言
的
現
代
化
」
『電

影
芸
術
』

一
九
七
九
年
第
三
期
)
が
あ
る
。
こ
の
論
考
で
は
、
映
画

が
政
治
か

ら
脱
却
し
、
映
画
そ
の
も
の
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
、
そ
し

て
、
文
革
期

の

「三
突
出
」
に
代
表
さ
れ
る
定
型
化
さ
れ
た
映
画
手

法
や
、
内
容
と
演
劇
性

(戯
劇
性
)
に
重
き
を
置
く
過
去
の
傾
向
か

ら
、
映
画
語
言
、
す
な
わ
ち
映
画
の
撮
り
方
そ

の
も
の
の
重
視

へ
と

方
向
転
換
す
る
必
要
性
が
提
示
さ
れ
た
。
後
に
張
暖
析

は
、
こ
の
主

張
を
映
画

『沙
鴎
』

(
一
九
七
九
)
で
体
現
し
、
絶
賛
を
浴
び
た
。

当
該
論
文

は
、
ω
政
治
か
ら
映
画
を
切
り
離
す

こ
と
を
明
確
に
宣
言

し
た
、
②
海
外
の
映
画
言
語
を
具
体
的
に
紹

介

・
検
討
し
、
実
践

へ

と
繋
げ
て
い
っ
た
、
と
い
う
二
点
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
論
考

で
あ

る
が
、
特
に
②

で
強
調
さ
れ
た
脱
演
劇
化
に

つ
い
て
は
、

こ
れ
よ
り

も
わ
ず
か
に
先
立

つ

一
九
七
九
年
初
頭
、
白
景
晟
の

「演
劇

の
杖
を

捨

て
去
れ
」

(「去
悼
戯
劇
的
拐
杖
」
『電
影

芸
術
参
考
資
料
』

一
九

ム
　
　

七
九
年
第

一
期
)
で
、
す
で
に
再
検
討

さ
れ

て
い
た
問
題
で
あ

っ

た
。
映
画
は
長
期
に
わ
た
り
演
劇
、
特
に
舞
台
劇

の
影
響
を
色
濃
く

受
け
て
き
た
。
し
か
し
映
画
は
、

ス
ト
ー
リ

ー
や
人
物
関
係
を
描
写

す
る
の
み
で
な
く
、
画
面
構
成
や
音
声
等

の
様
々
な
要
素
で
構
成
さ

れ
る
総
合
芸
術

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
こ
そ
が
舞
台
演
劇
と
映
画
と
を

分
か

つ
大
き
な
差
異

で
あ
る
。
白
景
晟

の
こ

の
主
張
に
続
き
、
「映

画

の
現
代
化
を
語
る
」
は
、
映
画
を
構
成
す

る
様
々
な
映
画
言
語

に

つ
い
て
、
ア
ン
ド
レ

・
バ
ザ
ン
や
、
イ
タ
リ

ア
の
ネ
オ

・
リ
ア
リ
ス

モ
を
中
心
と
す
る

一
九
五
〇
～

一
九
六
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
理

論
を
紹
介
し
た
。
映
画
に
演
劇
的
な
要
素
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
、
あ
る
程
度

の
必
然
性
が
あ
る
こ
と
を
、
両
論
考
は
否
定
し
な

い
。
彼
等
が
拒
否
し
て
い
る
の
は
、
誇
張
さ
れ
、
使

い
古
さ
れ
、
形

骸
化
し
た
演
劇
的
要
素
の
み
が
許
さ
れ
る
極
端
な
状
況
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
議
論
は
、
「映
画
現
代
化
」、

「映
画
本
体
論
」、

「映
画
特

性
」
論
争
と
呼
ば
れ
る
が
、

こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
鄭
洞

天
が
非
演
劇
化
に
つ
い
て
回
想
し
て
い
る
以
下

の
下
り
だ
。

幾
世
代
に
渡
り
映
画
人
た
ち
が
演
劇
界
出
身

で
あ

っ
た
た
め
、

映
画

の
美
学
に
は
演
劇
式
映
画

の
創
作

モ
デ
ル
が
、
長
き
に
渡

rho



り
深

く
根
を
下
ろ
し
て
い
た
が
、
誰
も
そ
れ
に
疑

い
の
目
を
向

け
る

こ
と
は
な
か

っ
た
。

こ
の
世
代

の
作
家
た
ち
は
映
画

に
お

い
て
、
芸
術
が
辿

っ
て
き
た
道
筋
と
、
彼
等
が
当
時
西
洋
の
映

画
界

の
変
化

に
接
し
た
際

に
強
烈

に
感

じ
取

っ
た

"
非
演
劇

化
"
傾
向
を
通
し
て
、
非
常

に
合
理
的
な
方
法
で
今
後
進
む
べ

き
道

の
方
向
性
を
提
示
し
た

の
だ
。
加
え
て
同
時
期
、
社
会
全

体
を
覆

っ
て
い
た
う
そ
偽

り

の
芸
術

に
対
す
る
深

い
嫌
悪
が

(
こ

の
時
期
、
人
々
は
皆
う

そ
偽

り
の
芸
術

の
原
因
を

"演
劇

化
"

だ
と
し
て
い
た
)
、
観
念

の
解
放
と

い
う
問
題

の
中

で

一

　　
　

触
即
発
の
状
態
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
批
判
の
対
象
と
な

っ
て
い
る

「演
劇
化
」
と
は
、
特

に
人

物
描
写
や
演
技
に
お
け
る
誇
張
さ
れ
た
表
現

の
こ
と
を
指
し
、
善
人

や
悪
人

の
紋
切
り
型

の
演
技
や
決
ま
り
切

っ
た
シ
ョ
ッ
ト
構
成
等
の

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
中
国
映
画
史

の
初
期

か
ら
し
ば

し
ば
散
見
で
き
る
が
、
文
革
期
に
ゆ
が
ん
だ
形

で
頂
点
を

迎
え
た
後

も
、
繰
り
返
し
出
現
し
て
い
た
。

こ
の
「演
劇
化
」
傾
向
に

つ
い
て
は
、
日
本

で
早
く
か
ら
中
国
映
画

へ
の
関
心
を
持
ち
、
広
く

紹
介
し
て
き
た
評
論
家
佐
藤
忠
男
も
こ
う
証
言
し
て
い
る
。

じ

っ
さ
い
中
国
映
画

で
は
、
お
そ
ら
く
伝
統
演
劇

の
影
響
だ
と

思
う

の
だ
が
、

一
般
に
善
玉
悪
玉
が
割
り
切
れ
す
ぎ

て
い
る
と

同
時

に
、
善
玉
が
お
化
粧
を
し
て
い
た
り
、
大
見
得
を
き

っ
た

り
し
す
ぎ

る
。
悪
玉
は
ま
た
い
か
に
も
赤

っ
面

で
あ

っ
た
り
卑

ヨ
　

小

で

あ

り

す

ぎ

た

り

す

る
。

こ
の
時
期
盛
ん
に
提
唱
さ
れ
た
非
演
劇
化

と
は
、
う
そ
偽
り
を
排

し
、
物
事

の
真
実
を
求
め
る
姿
勢
を
指
し
て

い
た
。
う
そ
偽
り
を
排

す
こ
と
は
、
真
実

の
追
究
に
繋
が
る
。
そ
れ

は
、
『戦
場

の
花
』
、

『苦
悩
人
的
笑
』
、
『生
活
的
顔
音
』

(騰
文
膜

、

一
九
七
九
)
等
、
こ

の
時
期
を
代
表
す
る
作
品
に
共
通
す
る
創
作

理
念
で
あ

っ
た
。

一
九
七
九
年
は
、
文
革
後
の
映
画
界
が
、
理
論
面

で
も
創
作
面

で

も
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
た
。

こ
の
年
は
、
作

家
達
が
、

「自
分

の
目

で
生
活
を
見

つ
め
、
自
ら
が
好
き
な
題
材
を
選
択
し
、
自
分
に
馴
染

み
深

い
人
物
像
を
描
き
、
従
来

の
枠
組
み
や
覆

い
か
ら
、
そ
し
て

"概
念
化
"
さ
れ
た
創
作
過
程
か
ら
現
実
の
生
活

の
中

へ
と
飛
び
出

ハ
お
　

し
た
」
年

で
あ

っ
た
。

"
真
実

の
追
究
"

の
動
き
は
、
人
が
持

つ
情

(人
情
)
や
人
間
ら

し
さ

(人
性
)
の
追
求
と
も
連
動
し
て
い
た
。
人
情
や
人
間
ら
し
さ

は
、
文
革
中

に
ブ

ル
ジ

ョ
ワ
的
、
修
正
主
義
的
な
も
の
と
し
て
批
判

さ
れ
、
描
き
た
く
と
も
描
く
こ
と
が
で
き
な

い
タ
ブ
ー

(禁
区
)
の

一
つ
だ

っ
た
。
映
画
界
で
は
、

一
九
六
四
年

八
月
の

『
北
国
江
南
』

(沈
浮
、

一
九
六
三
)
批
判

に
続

き
、

一
九

六
六
年

に
は
江
青

に

よ

っ
て

『五
更
寒
』
(厳
寄
洲
、

一
九
五
七
)
、
『柳
墜
的
故
事
』
(王

華

・
黄
宗
江
、

一
九
五
七
)
、
『革
命
家
庭
』

(水
華
、

一
九
六
〇
)

な
ど
の
作
品
が
、
人
情
、
人
性
を
理
由
に
批

判
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

三
突
出

に
代
表
さ
れ
る
公
式
化
、
概
念
化
、

硬
直
化
し
た
人
物
描
写

は
、
新
時
期
を
迎
え
る
と

一
気
に
解
放
さ
れ
、
人
々
の
運
命
、
出
会

い
や
別
れ
、
男
女
の
愛
、
夫
婦
や
親
子

の
絆

と

い
っ
た
日
常
生
活
を
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反
映
し
た
人
間
ら
し
さ
や
人
情
が
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
好
ん
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
中
国
に
は
革
命
歴
史
を
題
材
と
し
た
ジ
ャ
ン
ル
が
存

在
す
る
が
、
新
時
期
に
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
代
表
す
る
作
品

『戦
場
の

花
』、
『帰
心
似
箭
』
(李
俊
、

一
九
七
九
)
等
は
、
革
命
歴
史
映
画

に
付
き
も

の
で
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
見
所
と
も
言
え
る
戦
闘
シ
ー
ン

が
ほ
と
ん
ど
挿
入
さ
れ
ず
、
人
間
ド
ラ

マ
を
描

い
た
感
動
作
と
し
て

話
題
を
呼

ん
だ
。

人
間
ら
し
さ
の
追
究

は
、
主
人
公

の
形
象
も
転
換
さ
せ
た
。
無
名

の

一
般
的

な
人
物
が
好
ん
で
物
語
の
主
人
公
に
設
定
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
の
も
こ
の
頃

で
あ
る
。
馬
徳
波

は
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
言
う
。

無
名

の
人
物
が
映
画

の
主
人
公
と
な

っ
た
。
若

い
記
者

(『苦

悩
的

人
笑
』

の
薄

彬
)
、
普
通

の
技
術
師

(『婚
礼
』

の
岳

志

鵬
、

盛
敏
)
、
医
者

(『苦
難
的

心
』

の
羅
乗
真
)、
音
楽
家

(『怒
吼
咀
、
黄
河
』

の
何
丹
、
『生
活
的
顔
音
』

の
鄭
長
河
)

…
…
彼
等
は
路
線
闘
争

で
重
要
な
地
位
を
占
め
て
は
お
ら
ず
、

ま
た
彼
等
の
闘
争

の
結
果
が
国
家
や
人
々
の
運
命
に
即
時
に
重

大
か

つ
直
接
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な

い
。
彼
等

は
普

通
の
人
々
な
の
だ
。
彼
等

の
よ
う
な
普
通
の
人
々
は
、
政
治
が

激
し
く
動
揺
し
た
時
代

に
生
き
る
が
、
作
家
た
ち
は
揺
れ
動
く

大
き
な
時
代
に
お
け
る

一
般
人
の
運
命
や
行
く
末
、
そ
し
て
政

治
的

な
事
件
に
直
面
し
た
時
の
彼
ら
個
人
の
感
情
や
意
志

に
着

ま
　

目

し

た

の

だ
。

う
そ
偽
り
を
な
く
し
創
作
者
自
ら
が
現
実

に
即
し
た
方
法
で
、
身

近
な
人
物
を
描
く
こ
と
、
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
人
物
描
写
を
捨
て
、

人
間

の
本
来
持

つ
べ
き
感
情
や
意
志
に
立
ち
入
り
描
く
こ
と
。

一
九

七
九
年
を
境
界
と
し
て
後
に
探
索
映
画
の
流

れ

へ
と
展
開
し
て
い
く

こ
の
創
作
姿
勢
は
、
敵

で
は
な
く
対
話
す
べ
き
他
者
と
し
て
の
日
本

人
を
主
人
公
と
し
た

『桜
』
や

『未
完
の
対

局
』
を
受
け
入
れ
る
土

壌
を
形
成
し
た
と
言
え
よ
う
。

四

多
様
化
す
る
日
本
人
像

e

[
九
九
〇
年
代
末
に
現
れ
た
変
化

そ
の
後
も
、
人
間
ら
し
い
日
本
人
像
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
思

慮
深

い
日
本
軍
人
を
登
場
さ
せ
た

『
晩
鐘

』
(呉
子
牛
、

一
九
八

八
)
は
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。
『鬼
が
来
た
!
』
(『鬼
子
来
了
』
、

姜
文
、
二
〇
〇

一
)
が
、
中
国
人
と
日
本
人

の
関
係
を
生
々
し
い
ま

で
に
描
い
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
中
国
残
留
日
本
人
孤

児
を
扱

っ
た
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ぼ

『雲

南
物
語
』

(『雲
南
故

事
』
、
張
暖
祈
、

一
九
九
三
)
や

『
乳
泉

村

の
子
』
(『清

涼
寺
鐘

声
』
、
謝
晋
、

一
九
九

一
)
等
が
登
場
し
た
。

近
年
で
は
、
日
本
に

留
学
し
映
画
制
作
を
学
ん
だ
蒋
欽
民

の

『戦

場
に
咲
く
花
』

(『葵
花

劫
』
二
〇
〇
〇
)
も
、

こ
の
流
れ
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は

そ
の
よ
う
な
映
画
の
系
譜
を
提
出
す
る
代
わ

り
に
、
二
つ
の
作
品
が

示
し
た
例
に

つ
い
て
触
れ
た
い
。
二

つ
の
作

品
と
は
、
『
唖
咀
女
人
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唖
噌
弾
』

(顔
学
恕
、

二
〇
〇
〇
)
、
『
紫
日
』

(漏
小
寧
、

二
〇
〇

〇
、
制
作
時

の
作
品
名

は

『
紫
太
陽
』
)
で
あ
る
。
両
者
と
も
ジ

ャ

ン
ル
と
し

て
は
戦
争
映
画

に
分
類
さ
れ
る
が
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
性
が
極
め
て
高

い
作
品
で
あ
る
。

『唖
肥
女
人
唖
肥
弾
』

の
舞
台
は
、
日
中
戦
争
期
の
河
北
省

の
農

村

で
あ
る
。
日
本
人
の
学
者
と
そ
の
娘
が
、
徐
福
伝
説

の
調
査
の
た

め
に
こ
の
地
を
訪
れ
る
。
し
か
し
学
者
で
あ
る
父
親
は
、
日
本
軍
に

拘
束
さ
れ

て
し
ま
う
。

一
人
残
さ
れ
た
娘
は
、
村
の
青
年
鉄
漢
に
か

く
ま
わ
れ

る
。
日
本
人

で
あ
る
こ
と
を
隠
す
た
め
、
娘
は
口
が
き
け

な
い
振
り
を
し
て
過
ご
す
。
二
人
は
恋
に
落
ち
、
村
で
は
平
穏
な
生

活
が
継
続

さ
れ
る
。

や
が

て
こ
の
村
に
も
日
本
軍

が
や

っ
て
く
る

が
、
村
人
た
ち
は
日
本
軍
と
戦
う
決
意
を
す
る
。

こ
の
作
品

の
見
せ
場

は
、
鉄
漢
と
日
本
軍
人
と
の
戦

い
の
シ
ー
ン

だ
。
し
か
し
、
戦

い
と
言

っ
て
も
、
武
器
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、

一
対

一
で
、
体
を
張

っ
た
取

っ
組
み
合

い
を
す
る
。
そ
の
周
り
を
、

日
本
軍
と
村
民
が
囲
み
、
声
援
を
送
る
。
香
港
か
ら
武
術
監
督
を
招

い
て
撮
影

さ
れ
た

こ
の
シ
ー
ン
は
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮

影
さ
れ
た
た
め
、
躍
動
感
に
溢
れ
、
高

い
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト

性
を
帯
び

て
い
る
。

こ
の
作

品
は
、
日
本
人
が
敵
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
人
間
的

で
中

国
人
と
対
話
可
能
か
否
か
と
い
う
視
点

で
は
語
れ
な

い
だ
ろ
う
。
監

督
顔
学
恕

は
、
新
時
期
初
期
を
代
表
す
る

『野
山
』
(
一
九
八
五
)

を
制
作
し
た
こ
と
で
印
象
深
い
。
小
さ
な
農
村
を
舞
台
と
し
た

『野

山
』
は
、
改
革
開
放
に
傾
倒
し
て
商
売
を
始

め
る
か
、
こ
れ
ま
で
の

生
活
を
続
け
る
か
否
か
で
夫
と
妻

の
意
見
が
割
れ
た
二
組

の
夫
婦
、

禾
禾
と
秋
絨
、
灰
灰
と
桂
蘭
が
、
最
後
に
は
入
れ
替
わ
り
、
同
じ
考

え
を
持

つ
者
同
士
で
新
し
い
カ
ッ
プ

ル
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
物

語

で
あ
る
。
滑
稽
で
切
な
い
ス
ト
ー
リ
ー
は
極
め
て
高

い
娯
楽
性
を

持

っ
て
い
た
。
善
悪
を
敢
え
て
問
わ
ず
、
独
自

の
視
座
か
ら
、
お
か

し
さ
と
ペ
ー
ソ
ス
溢
れ
る
手
法

で
人
間
を
描

写
す
る
の
は
、
顔
学
恕

　め
　

の
得
意
と
す
る
手
法

で
あ

っ
た
。

も
う

一
つ
の
作
品

『
紫
日
』
を
監
督
し
た
凋
小
寧
は
、
『
チ
ベ
ッ

ト
の
紅

い
谷
』

(『紅
河
谷
』

一
九
九
六
)、

『黄
河
絶
恋
』
(
一
九
九

九
)
で
す
で
に
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
ド
ラ

マ
性

の
高

い
戦
争
映
画

を
確
立
し
て
い
た
。
『紫
日
』

の
構
想

は
、

凋
が

一
九
九
〇
年
に
制

作
し
た
抗
日
戦
争
映
画

『戦
争
子
午
線
』
(
一
九
九
〇
)
撮
影
直
後

か
ら
始
め
ら
れ
た
。
『紫
日
』
に
登
場
す
る
日
本
人
女
学
生
秋
葉
子

の
位
置
づ
け
は
特
異
だ
。

第
二
次
世
界
大
戦
末
期

の

一
九
四
五
年
八

月
、
中
国
東
北
部

に
ソ

連
軍
が
侵
攻
。
戦
闘
の
最
中
、
ソ
連

の
女
性
少
尉
ナ
ジ
ャ
、
中
国
人

の
青
年
楊
玉
福
、
日
本
人
女
学
生
秋
葉
子

の
三
人
が
森
に
迷

い
込

む
。
秋
葉
子
は
片
言

の
中
国
語
が
で
き
る
が
、
基
本
的
に
三
人
の
中

に
会
話
ら
し
い
会
話
は
な
い
。
三
人
は
互

い
に
憎
悪
の
念
を
持
ち

つ

つ
も
、
森
か
ら
抜
け
出
す
べ
く
さ
ま
よ
う
過
程
で
、
不
思
議
な
連
帯

感
が
生
ま
れ
る
。
森
か
ら
抜
け
出
し
、
終
戦
を
迎
え
た
後
、
終
戦
を

知
ら
な

い
日
本
軍
人

に
誤

っ
て
射
殺
さ
れ
た
葉

子
の
た
め
に
、
ナ
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ジ
ャ
と
楊

は
武
器
を
持

っ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
く
。
凋
小
寧

は
、
三

人

の
微
妙

な
関
係
を
通
し
て
、
「人
間
が
持

つ
人
間
ら
し
さ
や
、
戦

バ　
　

争
と
平
和

に
つ
い
て
の
考
え
を
ひ
き
お
こ
す
」
こ
と
を
意
図
し
て
い

る
と
語

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
か

の
如
く
、

ラ
ス
ト
に

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
各
国

の
死
傷
者
数
に
か
ん
す
る
統

計
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
統
計
に
は
、
戦
勝
国
の
み
な
ら
ず
、

　レ
　

日
本
や
ド
イ

ツ
と
い
っ
た
敗
戦
国
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
作

品
で
は
、
日
本
人
、

ロ
シ
ア
人
の
形
象

の
正
確
さ
よ
り

も
、
過
酷

な
状
況
に
置
か
れ
た
人
間
が
生
き
続
け
て
い
く
様
子
に
重

き
が
置
か
れ
て
い
る
。
確
か
に
意
地
悪
な
日
本
人
は
登
場
し
、
日
本

の
軍
人
の
蛮
行
も
描
か
れ
る
が
、
こ
の
作
品

で
は
日
本
人
に
対
す
る

批
判
は
中

心
的
な
テ
ー

マ
で
は
な
い
。
秋
葉
子
は
狡
猜

で
好
戦
的
で

あ
る
反
面
、
戦
争

で
恋
人
を
失
い
、
自
ら
も
戦
争
の

"被
害
者
"
と

し
て
の
側
面
を
持

つ
。
さ
ら
に
、
秋
葉
子
、
ナ
ジ
ャ
、
楊
玉
福

の
三

人

の
青
年

の
、
戦
争
と

い
う
彼
ら
の
手
に
負
え
な
い
巨
大
な
恐
怖
を

前
に
見
せ

る
、
数
々
の
豊
か
で
人
間
ら
し

い
表
情
が
繰
り
返
し
挿
入

さ
れ
る
こ
と
で
、
映
画

の
立
脚
点
は

「敵
」
対

「味
方
」
か
ら

「生

命

の
尊
さ
」

へ
と
転
換

し
て
い
る
。
『紫
日
』
で
表
現
さ
れ
て
い
る

考
え
に

つ
い
て
、
凋
小
寧
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

生
命

は
確
か
に
貴

い
。
生
命
は
、
戦
争
に
よ

っ
て
踏
み
に
じ
ら

れ
て
は
い
け
な

い
。
と
く
に
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
の
よ
う
な
侵
略
に

よ

っ
て
脅
か
さ
れ

て
は
な
ら
な

い
。
「生
き
る
」
と
い
う
こ
と

　　
　

は

、

ず

っ
と

私

の

テ

ー

マ
だ

っ
た

。

こ
の
作
品
は
複
雑
な
人
間

の
有
り
様
を
描

き

つ
つ
も
、
圧
倒
的
な

迫
力
の
戦
闘
シ
ー
ン
や
、
劇
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
よ
り
、
娯
楽

と
し
て
の
戦
争
映
画

の
地
位
を
揺
る
ぎ
な

い
も
の
と
し
た
。

『
唖
噌
女
人
唖
肥
弾
』
と

『紫
日
』
に
登
場
す
る
よ
う
な
日
本
人

像
は
、
基
本
的
に
は
中
国
人
と
対
話
可
能
な
他
者
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
と

こ
ろ
が
、
両
者
と
も
、
日
本
人
と
対
話
す
る
こ
と
が
主
眼

で
は
な
い
。
実
際
、
両
作
品
に
登
場
す
る
主
人
公
級

の
日
本
人
は
と

も
に
、
言
葉
を
用
い
て
中
国
人
と
言
葉

に
よ

る
深

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
状
況
に
設
定
さ
れ
て
い

る

(『唖
肥
女
人
唖
噌
弾
』
の
主
人
公
が
言
葉
を
話
せ
な

い
振
り
を

装
う
と

い
う

の
は
、

こ
の
意
味
で
興
味
深

い
)
。
さ
ら
に
両
作
品
と

も
に
、
日
本
人
と
中
国
人
の
関
係
は
決
し
て
潤
滑
で
は
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
両
者

の
間
に
は
何
か
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
様
が
描

か
れ
、
最
後

に
は
中
国
人
が
立
ち
上
が
り
、
"悪

い
"
日
本
人

へ
立

ち
向
か

っ
て
い
く
。
本
稿
冒
頭
に
お
い
て
筆

者
は
、

ス
テ

ロ
タ
イ
プ

化
さ
れ
た
日
本
人
は
、
中
国
映
画
が
概
念
と
し
て
の

"敵
"
、
そ
し

て
抗
日
戦
争
に
勝
利
し
た

"わ
れ
わ
れ
"
中

国
人
の
強

い
肯
定
が
必

要
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
反
映
し
て
い
る
と
述

べ
た
。
世
紀
交
代
期

に
登
場
し
た
こ
の
二
つ
の
作
品
も
、

一
応

は
こ

の
よ
う
な
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
延
長
上

に
あ

る
と
言
え
る
。
た
だ

し
、
"敵
"

に
対
す

る
認
識

が
大
き
な
変
化

を
見
せ

て
い
る

こ
と

は
、
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
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口

変
化
の
背
景

こ
う

し
た
作
品
が
登
場
し
た
背
景

に
は
、
中
国
が

"大
国
化
"

し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
地
位
が
高
ま

っ
た
大
背
景
の
他
に
、
主
旋

律
映
画

に
対
し
、
広
播
電
影
電
視
局
を
中
心
と
す
る
体
制

の
援
助
体

系
が
整
え

ら
れ
て
来
た
こ
と
と
無
縁

で
は
な

い
。

主
旋
律
映
画
と
は
、
体
制
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
色
濃
く
反
映
し
た

映
画
を
指

す
が
、
広
播
電
影
電
視
局
は

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
、

主
旋
律
路

線

へ
積
極
的
に
助
力

し
て
い
く
。

一
九
八
七
年
七
月
、

「革
命
歴
史
題
材
影
視
創
作
領
導
小
組
」
が
批
准
さ
れ
、
同
年
末

に

は

「撮
製
重
大
題
材
故
事
片
資
助
基
金
」
が
設
立
、
大
規
模
な
撮
影

に
よ
り
経
費
が
か
か
る
戦
争
映
画

や
革
命
歴
史
映
画
に
対
す
る
補
助

金
を
、
中

国
電
影
配
給
放
映
公
司

の
配
給
資
金
か
ら
補
填
す
る
シ
ス

テ
ム
が
確

立
さ
れ
た
。
翌

一
九
八
八
年

一
月

一
日
に
出
さ
れ
た

「重

大
題
材
故
事
片
資
助
基
金
に
関

す
る
連
合
通
知
」

(関
於
設
立
撮
製

重
大
題
材

故
事
片
資
助
基
金
的
聯
合
通
知
)

で
は
、
重
大
革
命
歴
史

を
題
材
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
各
作
品
に
二
〇
〇
万
元
以
上
、
重

大
現
実
を
題
材
と
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
各
作
品
に

一
五
〇
万
元
以

上
を
補
助

す
る
と
さ
れ
た
。

こ
の
制
度
を
受
け
て
、
『娩
娩
昆
命
』

(景
慕
蓮

、

一
九
八
八
)、
『彰
大
将
軍
』

(劉
斌

・
李
育
才

・
劉
浩

学
、

一
九
八
八
)
等

の
長
編
大
作
が
製
作
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
動
き

は
、

一
九
八
九
年

の
中
華
人
民
共
和
国
建
国
四
〇
周
年
、
そ
し
て

一

九
九

一
年

の
中
国
共
産
党
成
立
七
〇
周
年
と
い
う
節
目
を
意
識
し
た

も
の
で
あ

っ
た
が
、

一
九
九
〇
年
半
ば
以
降

も
主
旋
律
路
線
は
強
化

さ
れ
て
い
く
。

一
九
九
五
年
に

「重
点
映
画

の
配
給
上
映
工
作
に
つ

い
て
の
通
知
」
(関
於
倣
好
重
点
影
片
発
行
放

映
工
作
的
通
知
)
が

通
達
さ
れ
、
毎
年
広
播
電
影
電
視
部

に
よ
っ
て
重
点
映
画
が
設
定
さ

れ
、
各
配
給
会
社
が
購
入
す
る
映
画
の
う
ち

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
映

画
館
等
の
上
映
単
位
が
上
映
す
る
映
画

の
う
ち

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
を

そ
れ
ら
重
点
映
画
に
当
て
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
た
。
同
時
に
、
重

点
映
画
の
製
作
に
国
家
映
画
基
金
か
ら

の
補

助
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
主
旋
律
映
画

の
制
作

・
配
給

・
上
映
面

で
の
国
家
的

バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
が
組
ま
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
制
作

さ
れ
た

『
レ

ッ
ド

・
チ

ェ
リ
ー
』
(『紅
桜
桃
』
、
葉
大
鷹
、

一
九
九

五
)

は
、
北
京

の
地
質
礼
堂
映
画
館

で
二
〇

日
独
占
上
映
さ
れ
た

が
、
上
映
回
数

一
七
〇
回
、
観
客
の
べ
数
六
万
二
〇
〇
〇
人
、
興
行

お
　

収
入

一
二
九
・九
万
元
を
達
成
し
、
大
き
な
成

功
例
と
な

っ
た
。

『
レ
ッ
ド

・
チ

ェ
リ
ー
』
の
よ
う
な
主
旋

律
映
画

の
成
功

は
、
長

年
叫
ば
れ
て
き
た
中
国
の
映
画
産
業

の
危
機

を
救
う
も
の
と
し
て
見

な
さ
れ
た
。
中
国
映
画
は
、

一
九
八
四
年
を
境

に
産
業
と
し
て
斜
陽

化
の

一
途
を
辿

っ
て
き
た
。
映
画
製
作
数
は
、

一
九
九
〇
年
代
前
半

に
は
年
間

一
〇
〇
部
以
上
の
成
績
を
保

っ
て

い
た
も
の
の
、

一
九
九

〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、

一
九
九
六
年
に

一
〇
七
部

の
作
品
が
製
作

さ
れ
た
後
、

一
〇
〇
を
割
り
込
む
状
況
が
続

い
た
。
ま
た
興
業
収
入

も
、

一
九
九

一
年

に
二
三
・六
億
元
を
達
成

し
た
後
、
年
を
追
う
ご

と
に
下
降
を
続
け
、

一
九
九
八
年
に
は

一
四

・
四
億
元
、

一
九
九
九
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年

に

は

八

・
一
億

元

と

激

減

し

、

い
わ

ゆ

る

"
死

線

"

と
呼

ば

れ

る

ムれ
　

デ

ッ
ド
ラ
イ
ン
を
割
り
切
る
状
況
と
な

っ
た
。

こ
の
流

れ
に
加
え
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
中
国
の
W
T
O
加
盟
も
、

観
客
受
け

す
る
よ
う
な

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
要
素
を
盛
り
込

ん
だ
主
旋
律
映
画
が
多
く
製
作
さ
れ
る
下
地
を
形
成
し
た
。
先

に
挙

げ
た

『紅
河
谷
』
や

『黄
河
絶
恋
』
は
、
こ
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ

け
る
こ
と

が
で
き
る
。

新
中
国

の
映
画
産
業

の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
は
、

一
九
八
四
年
を

契
機
と
す

る
。
そ
の
後
十
年
余
り

の
月
日
を
経
て
、
政
治
イ
デ
オ

ロ

ギ
ー
色
が
濃
く
、
教
条
的
な
主
旋
律
映
画
も
観
客
や
興
行
成
績
を
無

視

で
き
な

い
状
況
が
生

じ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
主
題
の
多
様
化
や

娯
楽
的
要
素
の
尊
重

の
傾
向
を
も
生
み
出
し
た
。
本
稿
で
提
示
し
た

日
本
人
像

の
変
化
は
、
中
国
の
映
画
産
業
の
大
き
な
変
革
の
中

で
生

じ
た
も
の
で
あ
る
の
だ
。

こ
こ
で
、
変
化
を
遂
げ
た
日
本
人
像
は
、

エ
ン
タ
ー

テ
イ

ン
メ
ン
ト
に
お
い
て
の
み
許
容

さ
れ
る
も

の
な

の

か
、
そ
れ
と
も
他
者
と

の
対
話
の
新
し
い
試
み
の
結
果
な
の
か
、
と

い
う
問
い
は
残
る
も

の
の
、
い
ず
れ
に
し
て
も
大
き
な
転
機
で
あ
る

と

い
う
こ
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

結

盟口口

 

新
時
期

以
降
、
人
間

ら
し
い
日
本
人
が
中
国
映
画

の
中

で
描
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
日
本
人
像

が
完
全

に
消
え
去

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
主
旋
律
路
線
を
進
む
戦
争

映
画
や
革
命
歴
史
映
画
は
、
中
国
や
中
国
共
産
党

の
大
き
な
行
事
に

連
動

し
て
量
産
さ
れ
る
傾
向

が
あ
り
、
ま
た
近
年
大
き
な
問
題
と

な

っ
て
い
る
日
中
関
係

の
有
り
様
に
よ

っ
て
は
、
従
来

の
日
本
人
像

が
繰
り
返
し
再
生
産
さ
れ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
人
間
ら
し

い
日

本
人
像

が
描
か
れ
る

一
方

で
、
"敵
"
と
し

て
の
日
本
人
像
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
状
況
は
、
今
後
も
続

い
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
新
時
期
の
幕
開
け
が
新
し
い
日
本
人
像
を
生
ん
だ
よ
う

に
、
他
者
と
の
対
話
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
各
時
代
の
政
治
、
経

済
、
文
化
状
況
を
反
映
し
た
新
た
な
他
者
イ

メ
ー
ジ
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
変
わ
り
ゆ
く
、
そ
し
て
変
わ
ら
な
い

日
本
人
像

の
背
景
に
あ
る
国
家
と
文
化

の
政
治
学
を
読
み
解
く
作
業

は
、
終
わ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。

注〈1
>

代
表
的

な

も

の
と
し

て
、
中

国

映
画

に
お
け

る
日
本

人
像

を
網

羅

的

に

ま
と

め

た
門

間

貴

志

『
ア
ジ

ア
映
画

に

み

る
日

本

1

[中

国

・
香

港

・
台

湾

編

]
』

(社

会

評

論

社

、

一
九

九

五
年

)

等

が

あ

る
。

ま
た

、
日
本

人
像

に
対

し
、

実
体

験

を
交

え
な

が
ら
論

じ
た
も

の
と

し

て
は
、
応

雄

「中

国

映
画

の
中

の
日
本

人
像

」

(
『饗

甕

』
第

八
号

、

二
〇

〇
〇
年

九
月

)

が
あ

る
。

〈
2
>

応

雄

「中

国
映

画

の
中

の
日
本

人

像
」

(
『墾

聲
』

第

八
号

、

二

〇
〇
〇

年
九

月
)
、

一
五

五

i

一
五

六
頁

。

t66



〈
3

>

同
右
、

一
五
九

頁
。

〈
4
>

同
右
、

一
五
八

頁
。

〈
5
>

佐

藤
忠

男

、
刈

間
文

俊

『
上
海

キ
ネ

マ
ポ

ー
ト
』

凱
風

社
、

一

九

八

五
年

、

二
六
六

頁

。

〈
6
>

佐

藤

忠

男

「
日
本

人

と

中

国

映
画

・
香

港
映

画

」

『
キ

ネ

マ
旬

報

』

一
九

八
三

年
六

月

下
旬

号

、
八

二
頁

。

〈
7
>

一
九

七

六

年

に

は

『
創

業

』

(干

彦

夫
、

一
九

七

四

)
、

『
海

霞

』

(銭

江

・
陳

懐

鎧

・
王
好

為

、

一
九

七

五
)

等
、

一
九
七

七

年

に

は

『
甲

午

風

雲

』

(林

農

、

一
九

六

二
)
、

『
今

天

我

休

息

』

(
魯

靭

、

一
九

五
九

)
等

、

『
農

奴
』

(李
俊

、

一
九
六

三
)

等
、

一
九

七

八
年

に
は

『
魔

術
師

的

奇

遇

』

(桑

弧
、

一
九
六

二
)
、

『
林
商

店

』

(『
林

家

鋪

子
』
、
水

華

、

一
九

五
九

)
等

、

一
九

七

九
年

に
は

『
阿

詩
婿

』

(劉

諒

、

一
九
六

四
)
、

『
八
千

里
路

雲
和

月
』

(史
東

山

、

一

九

四
七
)

等

が
復

活
上

映

さ

れ
た
。

〈8
V

膚
相
持

「『桜
』
1

遙
遠
的
夢
」
『北
京
電
影
学
院
学
報
』

一

九
九

九
年

第

四
期

、

八
頁
。

〈
9
>

同
右

、
九

頁

。

〈10
>

韓
小
嘉

「努
力
補
捉
芸
術
的
花
火
ー

談
対

『桜
』
劇
本
的
導

演
処

理

」

『劇

本

園
地

』

一
九

八
〇
年

第

三
期
、

九

一
頁
。

〈
11
>

窟

相
持

「影

片

『
桜

』

創
作

札

記
」

『
人

民

日
報

』

一
九

八
〇

年

三
月

一
二
日
第

五
版

。

な

お
、

こ

の
文
章

の
日
本
語

抄

訳

は
、
窟

相
持

「
生
活

の
真

実

美

し

い
未

来
を

さ

し
示
す
映

画

を

!
」

(
『
キ

ネ

マ
旬
報

』

一
九

八
〇

年
七

月
下

旬
号

、
八

四

-
八
六
頁

)

に
収

録

さ

れ

て
い
る
。

〈
12
>

窟

相
持

、
前

掲

「影

片

『
桜
』
創

作

札
記
」
。

〈
13

>

例

え
ば

、
白
景

晟

「含
蓄

篤

永
、

以
情
動

人
-

影
片

『
桜

』

観
後
」
(『大
衆
電
影
』

一
九
八
〇
年
第
四
期
、
八
頁
)
を
参
照
。

〈
14
>

程
暁
英

「探
索
的
起
点
ー

我
扮
演
森
下
光
子
的
体
会
」
『電

影

芸
術
』

一
九
八
〇

年
第

八

期
、

四
〇

頁
。

〈
15

>

韓

小
嘉

「
探
求

人

情

的

思
索

l

I

『
桜
』

導

演
項

記

」

『
電

影

芸

術
』

一
九

八
〇
年

第

五
期

、

=

二
頁

。

〈
16
>

同

右
、

=
二
頁

。

〈
17
>

愈

相
持

、
前
掲

「『
桜

』
1

遙

遠
的

夢
」
、

一
〇
頁
。

〈
18
>

注
歳
寒

「従

『桜
』、
『沙
鴎
』
到

『隣
居
』
」
『北
京
電
影
学
院

学
報
』

一
九
八
三
年
第

一
期
、
六
ー
七
頁
。

〈
19
>

馬
徳
波

「
一
九
八
〇
年
我
国
銀
幕

一
瞥
」
『電
影
芸
術
』

一
九

八

一
年
第
二
期
、

一
六
頁
。

〈
20
>

黄
式
憲

「文
化
胸
禁
与
文
化
磨
合
l
l
来
自
中
国
合
拍
電
影
風

景
線
的
報
告

(上
編
ご

『復
印
報
刊
資
料

影
視
芸
術
』
二
〇
〇

一

年
第
二
期
、
六
六
頁
。
な
お
こ
れ
は
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
二
一
日
に

行
わ
れ
た
香
港
国
際
映
画
祭
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「大
中
華
電
影
的

回
顧
与
前
謄
」
上
の
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
。

〈21
>

李
芒

「新
雷
第

一
声
1

『
一
盤
没
有
下
完
的
棋
』
思
想
浅

談

」

『電

影

芸
術

』

一
九

八

二
年
第

一
〇

期
、

二
四
頁
。

〈
22
>

李

洪

洲

、

葛

康

同

「
『
一
盤

没

有

下

完

的

棋

』

劇

本

創

作

始

末

」

『
電
影

芸
術

』

一
九

八

二
年
第

一

一
期

、

一
七

頁
。

〈
23
>

同
右

、

一
〇
頁

。

〈
24
>

同
右

、

二
三
頁

。

〈
25
>

シ
ナ
リ

オ
修

正

の
経

過

に

つ
い
て
日
本

語

で
書

か
れ

た
も

の
と

し

て
、

佐
藤

純

弥

「
「未

完

の
対

局

」
創

作

ノ
ー
ト

決

定
稿

ま

で
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の
プ

ロ
セ

ス
」

(『
シ
ナ
リ

オ
』

一
九
八

二
年

=

月
号

)

が

あ

る
。

こ

の
中

で

は
、

「合
作

映

画

の
通

弊

で
あ

っ
た
、

相

互

の
美

点

、
風

景

、
都

合

の
良

い
こ
と
だ

け
を
描

く

の
を
止

め

て
、
欠

点

や
汚

点

で

あ

っ
て
も
、

事
実

や
真

実

に
踏

み

こ
も

う
。

そ

の
た

め

に
は
、

日
中

十

五
年

戦
争

を

、
日
本

の
侵

略
戦

争
と

規
定

し
、

戦
争

の
被

害

の
み

で
は
な

く
、

日
本

の
加

害
者

の
部

分
も

は

っ
き

り
と
描

こ
う
。

時
間

と
空

間

を
省

略

し
、
飛

躍

さ
せ
、

又
、

過
去

と
現

在

を
有
機

的

に
関

聯

さ
せ

る

た
め

、
回
想

形
式

を

と
ろ

う
」

と

い
う
日
本

側

の
提
案

が

記

さ
れ

て

い
る
。

〈
26
>

李
芒

、

前
掲

文
献

、

二
五
頁

。

〈
27
>

監
督

佐
藤

純

弥

と

こ

の
作

品

に
関

す

る
賛
辞

は
非

常

に
多

く
、

『
文

芸
報

』

一
九

八

二
年

第

九
期

(夏

街

「影

片

『
一
盤

没

有
下

完

的

棋

ヒ

筆

談

、
葉

聖

陶

「及
時

佳
作

中

日
共
監

」
、

氷

心

「不
要

汚
染

[口
本

子
孫

万

代
的

心
霊

」
等

)
や

、

『解

放

日
報

』

(
一
九

八

二

年

九

月

一
三

日
第

四
版

に
桐

霊

「正
視

歴
史

、
珍

惜
友

誼

祝

賀

中

日
合

拍
電

影

『
一
盤

没
有

下
完

的
棋

』

上

映
」
、

一
九

八

二
年

九

月

一
六

日

第

二
版

に
胡

素
娼

「訪

佐
藤

純

弥

先
生

」
)
等

に
、
中

国

文

芸

界

の
大
御

所

に
よ

る
賛

辞

を
複
数

の
メ
デ

ィ

ア
が
報

じ
た
。

〈
28
>

映
画

の
中

で

は
、
況
易

山

と
三
度

目

の
再
会

を
果

た

し
た
松

波

は
、

阿
明

が
密

航

の
際

に
憲

兵

に
銃
殺

さ

れ
た

の

は
、

自
分

の

「無

知

」

が
招

い
た

こ
と

だ
と
告

白

す

る
。

〈
29

>

後

に
丁

亜

平

主

編

『
一
八

九

七

1

X
10

0

1

百
年

中

国

電

影

理

論
文

選

下
冊

』

(文

化
芸

術
出

版
社

、

二
〇

〇

二
年

)

に
転

載

。

〈
30

>

鄭

洞

天

「僅

僅

七

年

一
九

七
九

-

一
九

八

六

年
青

年

導

演

探

索

回
顧

」

『
当

代
電

影

』

一
九
八

七
年
第

一
期

、
五

〇
頁

。

〈
31
>

佐
藤

忠

男

「中

国

映

画

の
傑

作

群

を
拍

手

を
も

っ
て
迎

え

た

い
」

『
キ
ネ

マ
旬

報

』

一
九

八
〇

年

七
月

下
旬

号

、

八

三
頁
。

佐
藤

は
同

じ

文
章

で
、

『
桜

』

で

は

こ
う

し
た
傾

向

が

な

い

こ
と

を
指
摘

し

て

い
る
。

〈
32
>

馬
徳
波

「中
国
電
影
新
潮
流
ー

近
十
年

(
一
九
七
六
ー

一
九

八
六

)

我
国

電

影
的

演

変

化

」
『
電

影

研
究

論

文
集

』
中

国

電

影
出

版

社

、

一
九

八

七
年

、

一
五
〇

頁
。

〈
33

>

同
右
、

一
五

一
頁
。

〈
34

>

筆

者

が
参

照

し
た

の
は
、

劇
場

公
開

前

の
版

で
あ

る
。

〈
35

>

残

念

な

が

ら

、

『
唖

杷
女

人

唖

咀

弾

』

は
顔

学

恕

の
遺

作

と

な

っ
た
。

〈
36

>

交

明

「紅

河

谷

・
黄

河

絶
恋

・
紫

太

陽

」

『
大
衆

電

影

』

二
〇

〇

〇
年

第

一

一
期

、

四
頁

。

〈
37

>

こ

の
統

計

に
よ

れ
ば

、
各

国

の
死

傷
者

数

は
次

の
通

り
。

イ
ギ

リ

ス
三
七
万

人
、

イ

タ

リ
ア

四
〇
万
人

、

ア

メ
リ
カ

四
〇

万
人

、

フ

ラ

ン
ス
六
〇

万
人

、

旧

ユ
ー

ゴ

ス
ラ
ビ

ア

一
七
〇

万
人

、

日
本

二
〇

〇

万
人

、
ポ

ー

ラ

ン
ド
六
〇

〇

万
人
、

ド

イ

ツ
七

〇
〇

万
人

、

旧

ソ

連

二
〇

〇
〇

万
人

、
中

国

三
五
〇

〇
万

人
。

〈
38
>

交

明
、
前

掲
文

献

、

四
頁
。

〈
39
>

統

計

は
李

文

斌

「
一
道
弘

揚

佳
作

敵

風

景
線

」

『
電

影

通
迅

』

一
九

九
七

年
第

一
期

に
よ

る
。

〈
40
>

統

計

は
、
黄

式

憲

「千

禧

年
中

国

電

影
的

路

向
」

『
電

影

双

周

刊
』

五
五

二
号

(
二
〇

〇
〇

年
六

月
八

日

-
二

一
日
)

に

よ
る
。
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